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第１章 本資料の読み方（１）本資料の構成
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機能ごとに「業務の流れ」と「その中での画面の役割」を、どの章も同じ順序で説明する。

（※）本資料は、説明会の投影資料（15ページ）を深掘りした別冊である。用語・機能名は投影資料と揃えている。

（※）操作マニュアルではない。ボタンの押し方ではなく、業務の流れとその中での画面の役割を示している。

本資料の構成

第１部 全体像を理解する

制度とシステムの全体像、登場人物

と権限、機能マップ。

ここだけ読んでも概要がつかめる

ようにしている。

第２部 導入の準備をする

アカウントの払い出し、関係団体の

登録、自治体の初期設定。

説明会の後、最初に何をすればよ

いかに答える部分である。

第３部 住民に登録してもらう

自治体紹介、ベーシック登録、プレ

ミアム登録、ふるさと住民の管理。

第４部 地域の情報を届ける

ニュース・イベントの掲載、サポート

施策の提供。

第５部 担い手を募り、活動を回す

担い手活動の作成、参加申請の受

付、活動実績の登録・承認。

本資料の中核である。16〜18章は

１本の連続した業務として通しで示

す。

第６部 住民とつながり続ける

コミュニティ運営、アンケート、お知

らせ、継続利用の仕組み。

第７部 状況を把握する

ダッシュボードで関係人口の状況を

見る。

第８部 外部とつなぐ

ふるさと住民情報の活用



第１章 本資料の読み方（２）各章の型と凡例
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すべての機能章は、この５つのブロックを同じ順序・同じ見た目で並べている。

各章は、この５つのブロックで説明する

① この機能でできること

何のための機能で、自治体

の業務のどこが楽になるの

かを、３〜４行で示す。

投影資料と同じ言い回しを

使っている。

② 登場人物

誰が関わるのかを整理する。

関係団体に任せられる範囲、

都道府県と市区町村で見え

る範囲が異なる点も、ここ

で明示する。

③ 業務フロー

住民／自治体職員／関係

団体／システムのレーン図

で示す。

各ステップに①②③…の通

し番号を振り、承認・差戻し

の分岐も示す。

④ ステップごとの画面

③の番号順に、実際の画面

と「ここで何をするか」を示

す。

各画面には画面IDを併記

する。

⑤ 準備・運用のポイント

事前に決めておくこと（承

認者は誰か 等）、運用上の

注意、想定される問い合わ

せと回答をまとめる。



第３章 システムの全体像
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住民アプリ・管理者ポータル・自治体の既存システム等との連係基盤の３つで構成される。自治体が使うのは管理

者ポータルである。

（※）管理者ポータルは、庁舎のLGWAN環境およびインターネットから利用できる。ただしインターネット経由では、ふるさと住民管理・各種申請一覧・統計分

析・アカウント管理・関係団体管理は利用できない。

システムの構成

住民アプリ

【使う人】国民（未登録／ベーシック登録／プレミア

ム登録）

【機器】スマートフォン

自治体を探す、地域の情報を見る、ベーシック／プ

レミアム登録をする、担い手活動に応募する、サ

ポート施策（プレミアム登録者に限る。）を使う、コ

ミュニティに参加する。

本人確認はマイナンバーカード（マイナアプリを活

用）で行う。

管理者ポータル

【使う人】自治体職員、関係団体、総務省職員、シス

テム管理者

【機器】PCのWebブラウザ

自治体の初期設定、ふるさと住民の管理、担い手

活動・ニュース・イベント・サポート施策の登録と公

開承認、各種申請の承認、統計の確認。

本資料で主に扱うのは、管理者ポータルである。

自治体の既存システム等との連係基盤

【つなぐ先】自治体の既存システム等

登録状況や活動実績を、自治体の既存システム等

へ提供する（OIDC／OAuth2連携）。

あわせて、管理者ポータルの画面から行うCSVの

取込・出力による簡易連携も用意している（第23

章）。

外部システムとの接続

○ マイナアプリ（デジタル庁）… マイナンバーカードによる本人確認と基本４情報の取得に使う。



第４章 登場人物と権限
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自治体職員は「都道府県／市区町村」×「管理者／一般」の４区分である。関係団体は自治体が登録する。

（※）関係団体と総務省職員は、個人情報を参照できない。関係団体の登録・更新・削除には自治体の承認が必要である。

システムを使う人

国民（未登録）

アカウント未作成者、またはベーシッ

ク未登録者

・自治体紹介、ニュース・イベント、担い

手活動の閲覧

・利用規約等への同意

※ベーシック登録以降の機能は利用

不可

国民（ベーシック登録）

住民アプリから本人の意思で登録し

た人

・地域情報の収集

・担い手活動への参加申請

・トピックへの投稿

・ベーシック登録証の保有

国民（プレミアム登録）

※長期滞在者を含む

プレミアム登録が認められた人

・ベーシック登録と同じことができる

・サポート施策の利用

・プレミアム登録証の保有

総務省職員

制度を所管する立場

・全国単位の統計情報の参照

・全自治体・利用者へのお知らせの登

録・削除

※個人情報は閲覧不可

※自治体情報の直接参照は不可

都道府県自治体職員

（管理者）

都道府県管理者職員

・自治体情報とふるさと住民情報の参

照・登録・変更・削除

・自団体と関係団体のアカウント管理

・掲載情報の登録・変更・削除

・各種申請の承認

・統計情報の参照

都道府県自治体職員

（一般）

都道府県一般職員

・自治体情報とふるさと住民情報の参

照・登録・変更・削除

・掲載情報の登録・変更・削除

・各種申請の承認

・統計情報の参照

市区町村自治体職員

（管理者）

市区町村管理者職員

・自治体情報とふるさと住民情報の参

照・登録・変更・削除

・自団体と関係団体のアカウント管理

・掲載情報の登録・変更・削除

・各種申請の承認

・統計情報の参照

市区町村自治体職員

（一般）

市区町村一般職員

・自治体情報とふるさと住民情報の参

照・登録・変更・削除

・掲載情報の登録・変更・削除

・各種申請の承認

・統計情報の参照

システム管理者

運用・保守事業者。

・システムの運用・保守

・お知らせの登録・削除

・悪質な利用者のアカウント停止・削除

関係団体

自治体が登録する地域の団体・事業者

・担い手活動、ニュース、イベント、サ

ポート施策、アンケートの参照・登録・

変更・削除

・トピックの運営

※個人情報は閲覧不可

※登録等に自治体の承認が必要



第４章 登場人物と権限（１）

7

都道府県と市区町村では、見える範囲が異なる。個人情報の参照には条件がある。

（※）個人情報および各種申請一覧・統計分析・アカウント管理・関係団体管理は、インターネット経由では利用できない（LGWAN環境が必要である）。

（※）本ページの内容は、第13章「ふるさと住民を管理する」にも再掲する。

都道府県と市区町村の違い

都道府県自治体

【自団体のデータ】参照・登録・変更・削除・承認ができる。

【管内市区町村のデータ】参照のみできる。登録・変更・削除・承認はできない。

【個人情報】管内市区町村の登録者のうち都道府県にもふるさと住民登録している利用者

に限って参照できる。

【担い手活動】都道府県が作成した担い手活動は、都道府県のみが編集・承認できる。指定し

た市区町村は参照のみである。

市区町村自治体

【自団体のデータ】参照・登録・変更・削除・承認ができる。

【他の市区町村のデータ】参照できない。管内市区町村同士の相互参照もできない。

【個人情報】自団体にふるさと住民登録している利用者について参照できる。

【都道府県の担い手活動】都道府県が作成した活動は参照のみである。実績は、指定された

市区町村の活動として数えられる。

関係団体に任せられる範囲

任せられること

・担い手活動の作成・編集

・ニュース、イベントの作成・編集

・サポート施策の作成・編集

・アンケートの作成・編集

・トピックの運営・投稿

必ず自治体が行うこと

・公開申請の承認／却下

・住民からの各種申請の承認

・関係団体アカウントの発行・停止

・自治体の初期設定

できないこと

・個人情報の閲覧（全て不可）

・アンケート回答のうち個人を特定する項目の閲

覧（マスク表示）



第４章 登場人物と権限（２）
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「誰が何をできるか」を１枚にまとめている。

（※）○＝できる、△＝条件付き、×＝できない。

（※）△は条件付きである。都道府県の個人情報の参照は都道府県にも登録している住民のみ、関係団体の作成は公開に自治体の承認が必要、総務省職員

のアカウント管理は総務省職員のアカウントのみである。

権限早見表

できること
都道府県

（管理者）

都道府県

（一般）

市区町村

（管理者）

市区町村

（一般）
関係団体

総務省

職員

ふるさと

住民

自治体の初期設定 ○ ○ ○ ○ × × ×

職員アカウントの管理 ○ × ○ × × △ ×

関係団体の登録・削除 ○ × ○ × × × ×

担い手活動・ニュース等の作成 ○ ○ ○ ○ △ × ×

公開申請の承認／却下 ○ ○ ○ ○ × × ×

参加申請・実績の承認 ○ ○ ○ ○ × × ×

プレミアム登録の承認 ○ ○ ○ ○ × × ×

ふるさと住民の個人情報の参照 △ △ ○ ○ × × ×

コミュニティの運営 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

お知らせの登録 × × × × × ○ ×

統計情報の参照 ○ ○ ○ ○ × ○ ×

担い手活動への参加・実績申請 × × × × × × ○



第５章 機能マップ
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自治体がたどる順に８つのまとまりへ整理した。

８つのまとまりと22業務

準備する

管理者ポータル共通

自治体設定管理

登録してもらう

自治体紹介参照

ベーシック登録

プレミアム登録 

ふるさと住民管理

情報を作成し届ける

ニュース・イベント管理

ニュース・イベント参照

サポート施策管理

サポート施策利用・申請

担い手活動を運用する

担い手活動管理

担い手活動参加申請

担い手活動実績登録

つながり続ける

コミュニティ管理 

コミュニティ利用

アンケート管理

アンケート回答

ゲーミフィケーション利用

知らせる

お知らせ管理

お知らせ参照

※ お知らせの登録は総務省職員と

 システム管理者が行う。

 自治体は参照側である。

把握する

統計情報集計・分析

外部とつなぐ

ふるさと住民情報外部連係



第６章 自治体から見た流れ
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やることは「導入時」「日常」「定期的」の３つに分かれる。

（※）日常の作業の多くは関係団体に任せられる。ただし公開の承認は必ず自治体が行う（第４章）。

３つの時間軸

導入時にやること

１．アカウントを受け取る

初回パスワード変更、自治体初回利用登録、パス

キー設定（第７章）

２．職員アカウントを追加する

管理者が一般職員のアカウントを発行（第７章）

３．関係団体を登録する

任せる範囲を決めてから登録（第８章）

４．自治体の初期設定を行う

自治体紹介ページ、プレミアム登録要件、長期滞

在者認定要件、登録証デザイン（第９章）

５．運用体制を決める

承認者は誰か、問い合わせ窓口はどこか

日常的にやること

１．情報を発信する

ニュース・イベントの掲載（第14章）

サポート施策の提供（第15章）

担い手活動の募集（第16章）

２．申請を処理する

公開申請の承認／却下

担い手活動の参加申請（第17章）

活動実績の登録申請（第18章）

サポート施策の利用申請（第15章）

プレミアム登録申請（第12章）

３．その他

コミュニティの通報対応（第19章）

定期的にやること

１．状況を確認する

ダッシュボードで登録者数・属性・居住地・担い

手活動の状況を確認（第22章）

２．定期的に見直す

プレミアム登録要件が実態に合っているか（第

９章・第12章）

自治体紹介ページの内容が古くなっていない

か（第９章）

関係団体の権限が適切か（第８章）

３．棚卸しを行う

異動に伴うアカウントの見直し（第７章）



第２部 導入の準備をする
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導入の準備として以下の対応を行う。

（※）関係団体に作業を任せる予定がない場合、第８章は後回しでも差し支えない。

この部で行うこと

第７章

アカウントの払い出しとログイン

払い出されたアカウントで初回利用登録を

行い、管理者ポータルにログインできる状態

にする。

あわせて、庁内の職員アカウントを追加する。

この章で決めること

・誰を管理者にするか

・何人にアカウントを配るか

第８章

関係団体を登録する

観光協会・NPO・地域団体などを関係団体

として登録し、情報発信を任せられるように

する。

この章で決めること

・どの団体に任せるか

・何を任せ、何を自治体が持つか

・公開承認は誰が行うか

第９章

自治体の初期設定

住民アプリに表示される自治体紹介ページ

を整え、プレミアム登録の要件と登録証のデ

ザインを決める。

この章で決めること

・紹介ページに何を載せるか

・プレミアム登録を認める条件

・長期滞在者と認める条件

・登録証のデザイン



第７章 アカウントの払い出しとログイン（１）
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払い出されたアカウントで初回利用登録を行えば、その日から管理者ポータルを使い始められる。

（※）管理者アカウントは１自治体あたり10、一般アカウントは100が上限である。

（※）個人情報を扱う画面と各種申請一覧・統計・アカウント管理は、LGWAN環境からのみ利用できる。

① この機能でできること

○ 最初のアカウントは、自治体から総務省への利用申請を受けて、システム管理者から払い出される。

○ 初回利用登録・パスワード変更・パスキー設定までを、管理者ポータルの画面上で完結できる。

○ 庁内で必要な職員のアカウントは、自治体の管理者が自分で追加・停止できる。

○ パスキーを設定すれば、以降のログインはワンタイムパスワードの入力なしで行える。

② 登場人物と役割

システム管理者

・自治体への最初のアカウント（管

理者）の払い出し

・管理者が1人の自治体で、管理者

本人がパスワードを忘れた場合の

対応

自治体職員（管理者）

・自治体初回利用登録

・職員アカウントの追加・編集・停止

・関係団体アカウントの管理

自治体職員（管理者/一般）

・払い出されたアカウントでログイ

ン

・自分のパスキー設定

※アカウント管理はできない

システム

・ワンタイムパスワードの送信

・初回パスワード変更の強制

・一定時間操作がない場合のセッ

ション切断



第７章 アカウントの払い出しとログイン（２）
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最初の管理者アカウントだけが外から届く。以降の職員アカウントは自治体の中で完結する。

（※）パスワードを忘れた場合は、自治体の管理者に連絡すること。管理者がアカウント管理画面から再発行する。

アカウントを受け取ってから使い始めるまで

システム管理者
① 自治体へ管理者アカウントを払

い出す

自治体職員

（管理者）

② 自治体初回利用登録を行う ③ ログインする ④ 初回パスワードを変更する

⑤ パスキーを設定する ⑥ ホーム画面から各機能へ ⑦ 職員アカウントを追加する

自治体職員

（管理者/一般）

⑧ 受け取ったアカウントで

ログインする

・職員アカウントの追加・停止は自治体の管理者が行う。異動・退職のたびに総務省へ依頼する必要はない。

・②の自治体初回利用登録は、自治体につき一度だけ行う手続きである。

・④の初回パスワード変更は省略できない。変更するまで他の画面には進めない。



第７章 アカウントの払い出しとログイン（３）

14

最初に行うのは自治体初回利用登録である。以降は通常のログイン画面から入る。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ② 自治体初回利用登録を行う

ここで行うこと

• 払い出された情報をもとに、自治体としての初回登録を行う。自治体につき

一度だけの手続きである。

• プレミアム登録制度・長期滞在者利用制度の利用有無を選択する。

ステップ③ ログインする

ここで行うこと

• IDとパスワードを入力すると、登録したメールアドレスにワンタイムパスワードが

届く。

• パスキーを設定済みの場合は、パスキー認証でログインできる。



第７章 アカウントの払い出しとログイン（４）
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職員アカウントの追加は、自治体の管理者がアカウント一覧画面から行う。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ⑤ パスキーを設定する

ここで行うこと

• 職員ごとに設定する。設定後はワンタイムパスワードの入力が不要

になる。

• 端末を変更したときは、再設定が必要である。

ステップ⑦ 職員アカウントを追加する

ここで行うこと

• 自団体の職員アカウントが一覧で表示される。「新規追加」から新し

いアカウントを発行する。

• 管理者と一般のどちらの権限で発行するかを、ここで決める。



第７章 アカウントの払い出しとログイン（５）
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最初に決めておくのは「誰を管理者にするか」である。複数名設定することで冗長性を担保可能である。

（※）アカウントの上限は管理者10・一般100である。上限に近づいた場合は、使われていないアカウントの棚卸しを行うこと。

事前に決めておくこと

• 管理者を誰にするか

• 誰にアカウントを配るか

• 承認作業を誰が行うか

• 問い合わせの一次窓口をどこにするか

運用上の注意

• 初回パスワードの変更は省略できない。

• 一定時間操作がないとセッションが切れる。

• 異動・退職時は、速やかにアカウントを停止すること。個人情報を扱う画

面がある。

• インターネット経由では、個人情報を扱う画面と各種申請一覧・統計・ア

カウント管理は利用できない。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

初期管理者アカウントが届かない 総務省システム担当へ連絡すること。

パスワードを忘れた 自治体の管理者に連絡すること。管理者がアカウント管理画面から再発行する。

職員を増やしたい 自治体の管理者がアカウント一覧画面から追加できる。国への依頼は不要である。

自宅から使えるか
ログインは可能であるが、個人情報を扱う画面と各種申請一覧・統計・アカウント管理は

利用できない。



第８章 関係団体を登録する（１）
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観光協会やNPOに情報発信を任せられる。ただし、公開の承認は必ず自治体が行う。

（※）関係団体は個人情報を一切参照できない。参加者情報・実績情報・アンケート回答の個人項目も閲覧できない。

（※）関係団体アカウントの発行・停止ができるのは、自治体職員（管理者）だけである。

① この機能でできること

• 観光協会・NPO・商工会・地域団体などを「関係団体」として登録し、管理者ポータルのアカウントを発行できる。

• 担い手活動・ニュース・イベント・サポート施策・アンケートの作成を、関係団体に任せられる。

• 任せても、住民アプリへの掲載には自治体の承認が必要である。公開される内容は自治体が最終確認できる。

• 関係団体は個人情報を参照できないため、住民の情報が団体側に渡る心配はない。

② 登場人物と役割

自治体職員（管理者）

・関係団体の登録・編集・削除

・関係団体アカウントの発行

・関係団体からの公開申請の承認／却下

※一般職員は関係団体の管理はできない（掲載

内容の公開承認は可能）

関係団体

・発行されたアカウントでログイン

・担い手活動、ニュース・イベント、サポート施策、

アンケートの作成・編集

・公開を「申請」する（承認はできない）

・自団体が作成したものだけを参照

システム

・公開申請、承認、却下の通知

・個人情報項目のマスク表示



第８章 関係団体を登録する（２）
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登録する前に「何を任せるか」を決めておくと、その後のやり取りが楽になる。

関係団体の登録から、情報発信を任せるまで

自治体職員（管

理者）
① 任せる関係団体を決める ② 関係団体を登録する ③ アカウントを発行する

関係団体 ④ ログインして情報を作成する ⑤ 公開を申請する

自治体職員
⑦ 承認されたものが住民アプ

リに掲載される

・⑥で却下した場合は、結果が関係団体へ通知される。承認されるまで住民アプリには表示されない。

・関係団体が作成したものは、自団体が作成したものだけを参照できる。他団体の作成物は見えない。

⑥ 内容を確認し、承認または

却下する



第８章 関係団体を登録する（３）
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関係団体の登録とアカウント発行は、同じ画面の中で続けて行う。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ② 関係団体を登録する

ここで行うこと

• 登録済みの関係団体が一覧で表示される。「新規追加」から新しい

団体を登録する。

• 関係がなくなった団体は、この画面から削除する。

ステップ③ アカウントを発行する

ここで行うこと

• 団体名・連絡先とあわせて、ログインに使うアカウントを登録する。



第８章 関係団体を登録する（４）
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関係団体に可能なのは「作成まで」で公開にあたっては自治体の承認が必要である。

（※）関係団体のアカウントは、自治体職員のアカウント枠とは別に100件まで発行できる。

関係団体に任せられる範囲

作業 関係団体 自治体 補足

担い手活動の作成・編集 ○ ○ 掲載には自治体の承認が必要

ニュース・イベントの作成・編集 ○ ○ 掲載には自治体の承認が必要

サポート施策の作成・編集 ○ ○ 掲載には自治体の承認が必要

アンケートの作成・編集 ○ ○ 公開には自治体の承認が必要

公開申請の承認／却下 × ○ 自治体だけが行える

参加者・実績・個人情報の閲覧 × ○ 関係団体は一切参照できない

事前に決めておくこと

○ 承認は誰が行うか

○ 掲載してよい内容の基準

運用上の注意

○ 関係団体は個人情報を一切参照できない。

○ 作成・編集した情報の公開には自治体の承認が必要である。

○ 団体の担当者が替わったら自治体の管理者がアカウントを編集・

停止する。



第９章 自治体の初期設定（１）
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ここで設定した内容が住民アプリに表示される。

（※）プレミアム登録は『年３回以上の担い手活動』が全国共通の必須要件である。必要であれば自治体はこれに独自要件を追加できる。

（※）プレミアム登録制度を使う場合、登録証のデザインが未設定だと掲載開始できない。

① この機能でできること

○ 住民アプリに表示される自治体紹介ページを、自治体自身が編集できる。

○ プレミアム登録を認める条件を、自治体の実情に合わせて設定できる（担い手活動の参加回数（ただし、年3回以上は必須）、提出書類 な

ど）。

○ 長期滞在者と認める条件（滞在日数など（ただし、年10日以上の滞在は必須））を設定できる。

○ ベーシック・プレミアムそれぞれの登録証のデザインを、自治体独自のものにできる。

② 登場人物と役割

自治体職員（管理者）

・自治体基本情報の設定

・自治体紹介ページの編集

・プレミアム登録要件の設定

・長期滞在者認定要件の設定

・登録証デザインの編集

自治体職員（一般）

・管理者と同じ範囲の設定が可能

※アカウント管理・関係団体管理は

不可

関係団体

作業はない

ふるさと住民

・設定された内容を住民アプリで見

る

・設定された要件に沿ってプレミア

ム登録を申請する



第９章 自治体の初期設定（２）
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紹介ページを整えれば、住民は自治体を見つけられる。プレミアム登録の追加要件は後から見直せる。

初期設定の進め方

自治体職員

① 自治体の基本情報を設定す

る

② 自治体紹介ページを編集す

る
③ 登録証のデザインを決める

④ プレミアム登録の要件を設

定する

⑤ 長期滞在者の認定要件を設

定する

ふるさと住民
⑦ 住民アプリで自治体を見つ

ける
⑧ 紹介ページを見て、登録する

・①②③だけでも住民の受け入れは始められる。④⑤はプレミアム登録を運用する段階で設定する。

⑥ 掲載を開始する



第９章 自治体の初期設定（３）
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自治体設定管理画面がすべての入口である。紹介ページはここから編集する。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 基本情報を設定する

ここで行うこと

• 自治体の基本情報と、各種設定への入口がまとまっている。初期設

定はこの画面から始める。

• 設定の反映状況も、この画面で確認する。

ステップ② 紹介ページを編集する

ここで行うこと

• 住民アプリに表示される紹介文・写真・外部リンク・推しポイントタグ

を設定する。



第９章 自治体の初期設定（４）
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プレミアム登録の要件は、全国共通の必須要件に、自治体の独自要件を加えて設定する。

（※）プレミアム登録証のデザイン未設定のまま要件を設定するとエラーになる

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ③ 登録証のデザインを決める

ここで行うこと

• ベーシック・プレミアムそれぞれの登録証デザインを設定する。

• 登録証は住民アプリに表示され、サポート施策の利用時等に提示され

る。

ステップ④ プレミアム登録の要件を設定する

ここで行うこと

• 担い手活動の参加回数（年３回は必須）、提出書類などを要件として設定

する。

• 追加要件を設定しない場合は、プレミアム登録申請の自動承認が可能で

ある



第９章 自治体の初期設定（５）
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利用開始には紹介ページを整えることが必要である。プレミアム登録の追加要件は、運用しながら見直せる。

事前に決めておくこと

○ 紹介ページで何を伝えるか

○ 登録証のデザイン

○ プレミアム登録の追加要件（必要に応じて）

○ 長期滞在者と認める日数（必要に応じて）

運用上の注意

○ プレミアム登録証のデザインを設定しないまま要件を設定すると、エ

ラーになる。

○ 紹介ページの内容は定期的な見直しをおすすめする。

○ 『掲載開始』を押すまでは住民アプリに表示されない。内容を整えてか

ら公開できる。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

プレミアム登録の要件は全国共通か
「年３回以上の担い手活動」が全国共通の必須要件である。自治体は必要に応じてこれ

に独自の要件を追加できるが、その場合プレミアム登録自動承認は利用できない。

追加要件を後から変えられるか 変えられる。すでに承認済みのプレミアム登録が取り消されることはない。

紹介ページは誰が作るか 自治体が管理者ポータルの画面から自分で編集する。

設定しないと何が起きるか
紹介ページが空だと、住民が自治体を見つけても内容が分からないため、ぜひ自治体の

魅力を伝える設定を検討すること。



第３部 住民に登録してもらう
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ベーシック登録に自治体の作業はない。プレミアム登録の追加要件を設定する場合は自治体にて承認作業

が必要になる。

この部で行うこと

第10章

住民がまちを見つける

住民が住民アプリで自治体を探

し、紹介ページを見るまでの流

れである。

自治体の作業

ない。第９章で設定した内容が、

そのまま表示される。

第11章

ベーシック登録

住民が本人の意思で登録する。

アンケートに答えると登録証が

発行される。

自治体の作業

ない。承認は不要である。

第12章

プレミアム登録

住民が申請し、自治体が承認す

る。追加要件を設定しない場合

は自動承認が可能である。

自治体の作業

追加要件を設定した場合は申請

内容の確認と承認／却下。第９

章で設定した要件が判断基準に

なる。

第13章

ふるさと住民を管理する

登録されたふるさと住民の一

覧・詳細・活動記録を確認する。

自治体の作業

個人情報を扱う画面である。取

扱いには十分注意すること。



第10章 住民がまちを見つける（１）
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第９章で整えた紹介ページが、そのまま住民アプリに表示される。自治体の日々の作業はない。

① この機能でできること

○ 住民は、地域名・都道府県・興味関心のタグなどから自治体を探せる。移住検討層に限らず、幅広い層が入口になる。

○ 自治体紹介画面には、紹介文・写真・推しポイントタグ・外部リンク・最新のニュース・イベントが表示される。

○ イベント情報や担い手活動等は未登録の住民も閲覧可能。まず見てもらい、興味を持った人にベーシック登録してもらう流れになる。

○ 自治体側の日々の作業はない。紹介ページの内容を最新に保つことや魅力的な情報発信が、そのまま集客につながる。

② 登場人物と役割

国民（未登録）

・自治体を探す

・自治体紹介画面を見る

・ニュース、イベントを見る

※登録しなくても閲覧できる

ふるさと住民

・登録した自治体の情報を継続して

受け取る

・お気に入り登録、リアクション

自治体職員

・紹介ページの内容を最新に保つ

・ニュース、イベントを掲載する

システム

・検索条件に合う自治体の表示

・興味・関心にもとづくおすすめの

表示

・閲覧履歴の記録



第10章 住民がまちを見つける（２）
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住民が自治体にたどり着く経路は、検索・キーワード・イベントからの３つである。

住民が自治体を見つけて、登録するまで

ふるさと住民

（未登録）

① さがすトップから自治体を

探す
② 検索結果から自治体を選ぶ ③ 自治体紹介画面を見る

④ ニュース・イベントを見る ⑤ 担い手活動を見る ⑥ ベーシック登録する

自治体職員 紹介ページを整えておく
ニュース・イベントを掲載してお

く

・③の自治体紹介画面に魅力的な情報を掲載することで、⑥のベーシック登録につなげることが可能である。

・登録していない住民には、自治体ページのニュースは最新1件だけ表示される。

・既定では、市区町村に登録すると、その都道府県にも同時に登録される。
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自治体紹介画面に表示されるのは、第９章で自治体が設定した内容そのものである。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 自治体を探す

ここで行うこと

• 地域・都道府県・興味関心のタグなどから、自治体を絞り込む。

• 自治体が推しポイントタグ等を適切に設定することで関心層にリーチ

することが可能である。

ステップ③ 自治体紹介画面を見る

ここで行うこと

• 紹介文・写真・推しポイントタグ・外部リンク・最新のニュース・イベン

トが表示される。



第11章 ベーシック登録（１）
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住民が本人の意思で登録する。自治体の承認作業はない。

（※）ベーシック登録に自治体の承認は不要である。登録されると、ふるさと住民一覧（第13章）に反映される。

（※）本人確認（マイナンバーカード）は、コミュニティへの投稿など一部の機能で必要になる。

① この機能でできること

○ 住民は、興味を持った自治体にその場でベーシック登録できる。自治体の承認を待つ必要がない。

○ 登録時のアンケートで、その住民と地域との関わり（出身・通勤・二地域居住など）を把握できる。

○ 登録するとベーシック登録証が発行され、住民アプリに表示される。

○ 自治体は、登録された住民を第13章「ふるさと住民を管理する」で確認できる。

② 登場人物と役割

国民（未登録）

・アカウントを作成する

・利用規約、プライバシーポリシーに

同意する

・ベーシック登録する

国民（ベーシック登録）

・登録アンケートに回答する

・ベーシック登録証を受け取る

・解除もいつでもできる

自治体職員

作業はない

システム

・メール、SMSでの認証コード送信

・マイナアプリ連携による本人確認

・登録証の発行



第11章 ベーシック登録（２）
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アカウント作成から登録証の受け取りまで、すべて住民アプリの中で完結する。

アカウント作成から登録証の受け取りまで

国民（未登録）
① アプリを入れて利用登録す

る
② 利用規約等に同意する

③ 自治体を選んでベーシック

登録する

ふるさと住民 ④ 登録アンケートに回答する
⑤ ベーシック登録証を受け取

る
⑥ 本人確認をする

自治体職員 登録された住民を確認する アンケート回答を確認する

・①〜⑥に自治体の作業は一切ない。住民が登録した結果が、第13章のふるさと住民一覧に自動的に反映される。

・④の登録アンケートは、共通の設問に加えて、自治体独自の設問を5問まで追加できる。

・⑥の本人確認はマイナンバーカードで行い、担い手活動への参加やコミュニティへの投稿などに必要である。



第11章 ベーシック登録（３）
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登録アンケートの回答は、その住民と地域との関わりを知る最初の手がかりになる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 利用登録する

ここで行うこと

• メールアドレス・パスワード・氏名などを登録する。ここではまだ自

治体は選ばない。

• アカウントは全国共通である。複数の自治体に登録できる。

ステップ④ 登録アンケートに回答する

ここで行うこと

• 地域との関わり（出身・通勤・二地域居住など）を回答する。

• 回答内容は、第13章のふるさと住民アンケート回答詳細で確認で

きる。



第11章 ベーシック登録（４）
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登録証は住民アプリに表示される。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ⑤ 登録証を確認する

ここで行うこと

• 登録している自治体の登録証が一覧で表示される。複数の自治体に登録している場合は並んで表示される。



第11章 ベーシック登録（５）
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自治体の作業はないが、登録してもらうための準備は第９章・第14章で行う。

（※）ベーシック登録の解除も住民本人が行う。自治体の操作は不要である。

事前に決めておくこと

○ 住民に登録を案内する方法

○ 登録した住民に最初に何を届けるか

運用上の注意

○ ベーシック登録に承認はない。

○ 登録と解除は住民が自由に行える。登録者の状況はふるさと住民登録

一覧に逐一反映される。

○ 住民は複数の自治体に登録できる。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

登録に自治体の承認は要るか 不要である。住民が登録した時点で、ふるさと住民として扱われる。

登録者の氏名を見られるか
本人確認をした住民の氏名は、第13章のふるさと住民一覧・詳細で確認できる。

LGWAN環境からの利用に限られる。

本人確認は必須か 必須ではない。コミュニティへの投稿など一部の機能で必要になる。

登録を解除されたら分かるか ふるさと住民一覧には表示されなくなる。



第12章 プレミアム登録（１）
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住民が申請し、自治体が承認する。判断基準は第９章で設定した要件である。

（※）承認の追加要件は必要に応じて自治体ごとに設定する。

（※）長期滞在者の認定は、位置情報にもとづくチェックインの実績によって行われる。

① この機能でできること

○ 地域との関わりが深い住民を、自治体がプレミアム登録者として認定できる。

○ 「年３回以上の担い手活動」が全国共通の必須要件。自治体はこれに独自要件を追加できる

○ 独自要件を設定しない場合は、自動承認もできる。

○ プレミアム登録者限定のサポート施策を用意でき、関わりの深さに応じた待遇を示せる。

○ 申請の受付から承認まで、管理者ポータルの申請一覧画面で一括して処理できる。

② 登場人物と役割

ふるさと住民（ベーシック）

・プレミアム登録を申請する

・必要書類を提出する

※独自要件で書類を求めた場合

のみ

・更新の申請、登録の解除

自治体職員

・要件の設定（第９章）

・申請内容の確認、承認／却下

※独自要件を設定した場合のみ

関係団体

作業はない

システム

・要件の充足状況の判定

・申請、承認、却下の通知

・プレミアム登録証の発行

・滞在日数のカウント



第12章 プレミアム登録（２）
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申請が届いたら、第９章で設定した要件を満たしているかを確認して承認する。

申請から登録証の発行まで

ふるさと住民
① プレミアム登録の要件を確

認する／満たす
② 申請する

自治体職員

③自動承認

※独自要件を設定していない

場合

④ 承認する

※独自要件を設定している場

合

ふるさと住民
⑤ プレミアム登録証を受け取

る

⑥ 限定のサポート施策を利用

する
⑦ 期限前に更新を申請する

・④が自治体の判断である。第９章で設定した要件を満たしているかを確認する。却下する場合は理由を入力する。

・長期滞在者は、位置情報によるチェックインの実績にもとづいて認定される。

・プレミアム登録は、住民が自分で解除することもできる。解除した場合はベーシック登録者となる。



第12章 プレミアム登録（３）
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住民には、自治体が設定した要件が「プレミアム登録の条件」として表示される。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 概要を確認する

ここで行うこと

• 自治体が設定した要件と、満たしている項目・不足している項目を

確認する。

• 表示内容は第９章の設定によって自治体ごとに変わる。

ステップ② 書類を提出して申請する

ここで行うこと

• 要件の確認に必要な書類を添付して申請する。

• 提出された書類は、自治体の申請詳細画面で確認できる。

※独自要件で書類を求めた場合のみ



第12章 プレミアム登録（４）
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独自要件を設定した場合は、申請を自治体が確認して承認する。

※独自要件を設定していなければ申請は自動で承認されるため、このページの作業はない。

（※）複数の申請をまとめて承認することもできる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ③ 申請一覧で受け付ける

ここで行うこと

• 承認待ちの申請が一覧で表示される。

• 申請日・状態で絞り込める。

ステップ④ 承認または却下する

ここで行うこと

• 独自要件を満たしているかを確認して判断する。書類を求めた場

合は、提出された書類も確認する。

• 却下する場合は理由を入力する。理由は住民に通知される。



第12章 プレミアム登録（５）

39

承認の判断基準と担当者を、運用開始前に庁内で共有すること。

（※）要件を変更しても、すでに承認済みのプレミアム登録が取り消されることはない。

事前に決めておくこと

○ プレミアム登録者にどのようなサポートが可能か検討

○ 承認する担当課・担当者と、却下理由の書き方

○ 独自要件を設定するかどうか

※独自要件を設定した場合のみ

運用上の注意

○ プレミアム登録証のデザインを設定していないと、要件を設定できない。

○ 申請は個人情報を含む。LGWAN環境からのみ確認できる。

○ 都道府県は、管内市区町村へのプレミアム登録申請を承認できない。参

照のみである。

○ 承認待ち件数はホーム画面で確認できる。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

要件は全国共通か
「年３回以上の担い手活動」が全国共通の必須要件である。自治体はこれに独自の要件

を追加できるが、その場合自動でのプレミアム登録承認はできなくなる。

長期滞在はどう数えるか 位置情報によるチェックインの実績で判定する。

却下したら住民に伝わるか 伝わる。却下した結果が通知される。

プレミアム登録者を自治体から解除できるか 可能である。確認画面が表示されたうえで解除し、解除するとベーシック登録者になる



第13章 ふるさと住民を管理する（１）
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登録された住民の一覧・詳細・活動記録を確認できる。個人情報を扱う章である。

（※）この章の画面は個人情報を扱う。インターネット経由では利用できない（LGWAN環境が必要である）。

① この機能でできること

○ 自団体に登録しているふるさと住民を一覧で確認できる。属性・登録区分・登録時期で絞り込める。

○ 個々の住民について、登録ステータスの履歴、担い手活動の記録、サポートの利用履歴、アンケート回答を確認できる。

○ 庁内で使う管理用のタグ・メモを付けられる。担当者の引き継ぎに使える。

○ プレミアム登録や長期滞在者の認定を、この画面から解除できる。

② 登場人物と役割

市区町村自治体職員

・自団体のふるさと住民の参照

・管理用情報の登録、編集

・プレミアム登録、長期滞在者の解

除

・CSV出力

都道府県自治体職員

・自団体のふるさと住民の参照、編

集

・管内市区町村の情報は参照のみ

※個人情報は、都道府県にも登録

している利用者に限る

関係団体

参照できない

関係団体は個人情報を一切参照で

きない。

総務省職員

参照できない

個人情報を含む項目は参照できな

い。統計としてのみ把握する。
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一覧から詳細へ進み、必要に応じて活動記録や回答内容を確認する。

住民の状況を確認する流れ

自治体職員

① ふるさと住民一覧を開く ② 絞り込んで対象を探す ③ 詳細を開く

④ 活動記録を確認する
⑤ サポート利用履歴を確認す

る
⑥ アンケート回答を確認する

⑦ 管理用情報を登録する
⑧ 必要に応じて登録を解除す

る

・この章の画面はすべて個人情報を含む。閲覧できる職員の範囲と、画面を開く場所（LGWAN環境）を庁内で定めること。

・⑦の管理用情報（タグ・メモ）は庁内限りの情報である。住民には表示されない。

・登録ステータスで、いつ登録・解除されたかが分かる。



第13章 ふるさと住民を管理する（３）
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一覧で全体をつかみ、詳細で一人ひとりの関わり方を見る。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 一覧を開く

ここで行うこと

• 自団体に登録している住民が一覧で表示される。都道府県には、都

道府県に登録している住民が表示される。キーワード・登録日・活

動回数などで絞り込める。

• CSV出力もこの画面から行う。

ステップ③ 詳細を開く

ここで行うこと

• 一人の住民について、登録区分・属性・活動状況がまとまって表示さ

れる。

• ここから活動記録・利用履歴・アンケート回答の各詳細へ進む。



第13章 ふるさと住民を管理する（４）
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活動記録は、プレミアム登録の要件を満たしているかを確認するときにも使う。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ④ 活動記録を確認する

ここで行うこと

• 担い手活動への参加と実績が、時系列で表示される。

• プレミアム登録の要件（第12章）を満たしているかの確認にも活用

可能である。

ステップ⑦ 管理用情報を登録する

ここで行うこと

• 庁内限りのタグ・メモを登録する。住民には表示されない。

• 担当者が替わっても経緯が分かるように、やり取りの記録を残す使

い方ができる。



第13章 ふるさと住民を管理する（５）
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個人情報を扱う章である。閲覧できる職員の範囲を、運用開始前に定めること。

事前に決めておくこと

○ 管理用タグの付け方のルール

○ CSV出力したファイルの取扱い

○ 登録解除を行う場合の判断基準と決裁の流れ

運用上の注意

○ インターネット経由では、この章の画面は利用できない。

○ 都道府県は、管内市区町村の登録者情報を参照できるが、編集はでき

ない。

○ 都道府県が個人情報を参照できるのは、都道府県にもふるさと住民登

録している利用者に限られる。

○ 市区町村どうしの登録者の相互参照はできない。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

関係団体はシステム上個人情報にアクセスできるか
できない。必要な場合は、自治体が出力したCSVを渡すことができる。取扱いは庁内の

個人情報取扱規程等に従うこと。

自宅から確認できるか ログインはできるが、この章の画面はLGWAN環境からのみ利用できる

他市町村の登録者を見られるか 見られない。市区町村どうしの相互参照はできない。

CSVで取り出せるか
できる。一覧で絞り込んだ住民の基本情報・登録状況・活動回数・管理用タグ・登録時ア

ンケートの回答などを出力できる（LGWAN環境のみ）



第４部 地域の情報を届ける
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（※）公開申請・承認の流れは、担い手活動・ニュース・イベント・サポート・アンケートで共通である（第８章）。

この部で行うこと

第14章

ニュース・イベントを掲載する

地域の出来事やイベントを住民アプリに掲載する。ふるさと住民に継

続的に地域を思い出してもらうための、基本的な機能である。

自治体の作業

・掲載する情報の登録・編集

・関係団体からの公開申請の承認／却下

関係団体に任せられる範囲

作成・編集・公開申請まで。承認はできない。

第15章

サポートを提供する

ふるさと住民に向けたサポート・支援等を登録し、住民アプリから使

えるようにする。登録証の提示、回数券、申請の３つの利用方法があ

る。

自治体の作業

・サポートの登録・編集

・関係団体からの公開申請の承認／却下

・住民からの利用申請の承認

関係団体に任せられる範囲

作成・編集・公開申請まで。利用申請の承認はできない。

どちらの章も、作成は関係団体に任せられるが、その場合も自治体において公開承認の必要がある



第14章 ニュース・イベントを掲載する（１）
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登録した情報は、自治体紹介画面と住民のホーム画面に届く。関係団体にも作成を任せられる。

（※）関係団体が作成した情報の掲載には、自治体の承認が必要である。自治体自身が作成した場合、公開申請は不要である。

① この機能でできること

○ 地域のニュースとイベントを、住民アプリに掲載できる。広報紙が届かない地域外の住民にも届く。

○ 作成は関係団体にも任せられる。観光協会や地域団体が自ら情報を出せるため、掲載の頻度を上げられる。

○ アピールポイントタグ・興味関心タグを設定でき、関心のある住民に届きやすくなる。

○ 掲載前にプレビューで確認できる。公開後の取り下げもできる。

○ 年齢、居住地など属性情報を指定した情報の発信、通知は将来的なニーズを確認の上検討予定である。

② 登場人物と役割

自治体職員

・ニュース、イベントの作成、編集

・関係団体からの公開申請の承認

／却下

・掲載中の情報の取り下げ

※自治体が作成した場合、公開申

請は不要

関係団体

・ニュース、イベントの作成、編集

・公開を「申請」する

・自団体が作成したものを参照

※承認はできない

ふるさと住民

・自治体情報一覧から閲覧

・イベントを探す

・お気に入り登録、リアクション

システム

・承認された情報の住民アプリへの

掲載

・興味・関心にもとづくおすすめの

表示

・申請、承認、却下の通知



第14章 ニュース・イベントを掲載する（２）
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登録から掲載までの流れ

関係団体

（作成を任せる

場合）

① ニュース・イベントを作成す

る

② 内容を確認し公開を申請す

る

自治体職員 ①ニュース・イベントを作成する
③ 公開申請を承認または却下

する

ふるさと住民 ④ 自治体情報一覧で見つける ⑤ 詳細を読む ⑥ お気に入り・リアクション

・公開申請と承認（②③）は、関係団体に作成を任せた場合だけの手続きである。自治体が作成した情報は、そのまま掲載される。

・③で却下した場合は、結果が作成者へ通知される。

・掲載中の情報は、自治体の判断でいつでも取り下げられる。

自治体が作成すれば、そのまま掲載できる。関係団体に作成を任せた場合は、公開申請と承認が入る。



第14章 ニュース・イベントを掲載する（３）
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一覧画面で掲載状況を把握し、追加・編集画面で内容を作る。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 一覧を開く

ここで行うこと

• 掲載前・掲載中・掲載終了の情報が一覧で表示される。

ステップ① 内容を作成する

ここで行うこと

• 題名・本文・写真・掲載期間を入力する。イベントの場合は日時と場所も設定する。

• アピールポイントタグと興味関心タグを設定すると、関心のある住民に届きやす

くなる。

• AIによるコンテンツ自動生成で、チラシ（PDF・画像）やURLから入力内容を作

ることもできる。



第14章 ニュース・イベントを掲載する（４）
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掲載した情報は、住民アプリの自治体情報一覧に表示される。関係団体に作成を手伝ってもらった情報は、

自治体が内容を確認してから掲載する。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ③ 関係団体からの公開申請を確認する

ここで行うこと

• 関係団体が作成した情報は、公開前にこの一覧で内容を確認し、承

認または却下する。

• 承認待ちの件数はホーム画面でも確認できる。申請日・申請団体な

どで絞り込める。

ステップ⑤ 住民が詳細を読む

ここで行うこと

• 掲載した情報は、この形で住民に表示される。

• お気に入り登録やリアクションができ、反応は第22章のダッシュ

ボードで確認できる。



第14章 ニュース・イベントを掲載する（５）
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関係団体との協力も含め、適切な体制でのニュース・イベント発信が重要

（※）掲載頻度と反応は、第22章のダッシュボードで確認できる。

事前に決めておくこと

○ 誰が、どのくらいの頻度で掲載するか

○ 関係団体にどこまで任せるか

○ 承認する担当者と、承認の目安時間

○ 掲載してよい内容の基準（広報基準等との関係）

運用上の注意

○ 掲載期間を過ぎた情報は表示されなくなる。

○ 人の顔や著作権が影響する物体が映ったり等の権利処理に注意が必要

な写真の掲載は慎重に検討すること。

○都道府県が作成したニュース・イベントは、都道府県の情報として掲載さ

れる（市区町村を指定する仕組みは担い手活動のみ）。都道府県は管内市

区町村の情報も参照できるが、編集はできない。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

広報紙の内容をそのまま載せてよいか 差し支えない。生成AI機能を活用してコンテンツを取り込むことも可能である

自治体が作る場合も承認が要るか 不要である。公開申請は関係団体が作成した情報に対する手続きである。

掲載後に間違いに気づいたら 編集できる。掲載を止めたい場合は取り下げる。

どの住民に届くか 登録している住民に届く。興味・関心の設定により表示順が変わる。



第15章 サポートを提供する（１）
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ふるさと住民への支援・サポートを登録する。利用方法は登録証の提示・回数券・申請の３つである。

（※）「申請」方式の施策では、住民の利用申請に対して自治体の承認が必要である。

① この機能でできること

○ プレミアム登録者が地域で活動するに当たり、必要となるサポート施策（公共施設の割引等）、住民アプリに掲載できる。

○ 利用方法を「登録証の提示」「回数券の提示」「申請」から選べる。現場の運用に合わせられる。

○ 回数券型は利用日時が、申請型は申請が記録され、第13章で確認できる。

② 登場人物と役割

自治体職員

・サポート施策の作成、編集

・公開申請の承認／却下

・住民からの利用申請の承認

・利用状況の確認

関係団体

・サポート施策の作成、編集

・公開を「申請」する

※利用申請の承認はできない

※利用者の個人情報は参照できな

い

ふるさと住民

・サポート施策の内容を閲覧する

・登録証、回数券を提示して使う

・申請方式の施策に申請する

店舗・施設の窓口

・住民が提示した登録証・回数券を

確認する

※システムの操作は不要



第15章 サポートを提供する（２）
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自治体が作成したサポートは、そのまま掲載できる。第14章と違うのは、申請型の施策だけ、利用時に自

治体の承認が入ることである。

登録から住民の利用までの流れ

自治体職員

（関係団体）
① サポート施策を作成する

② 公開を申請する

※関係団体の場合のみ

③ 掲載される

※関係団体の場合は承認後

ふるさと住民 ④ サポートを見つける ⑤ 詳細を読む
⑥ 登録証・回数券を提示、また

は申請する

自治体職員 ⑦ 利用申請を確認する ⑧ 承認または却下する ⑩ 利用履歴を確認する

・⑦⑧は「申請」方式の施策だけで発生する。登録証・回数券の提示だけで使える施策なら、自治体の作業はない。

・②は、関係団体に作成を任せた場合だけの手続きである。

・住民は申請を取り下げることもできる。

⑨ サポートを利用する



第15章 サポートを提供する（３）
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サポートは、管理者ポータルの画面から作成・公開できる。記載例を見ながら入力でき、利用方法も画面上

で選べる。

（※）記載の仕方に迷うときは、記載例を参照できる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 一覧を開く

ここで行うこと

• 掲載前・掲載中・掲載終了のサポートが一覧で表示される。

• 掲載期間を過ぎたサポートは、自動で表示されなくなる。

ステップ① 施策を作成する

ここで行うこと

• サポート名・内容・対象（全員／プレミアムのみ）・提供期間を入力する。

• 利用方法（登録証提示／回数券／申請）をここで選ぶ。



第15章 サポートを提供する（４）
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住民には利用方法ごとに異なる画面が表示される。申請方式のときだけ承認が必要である。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ⑥ 住民が施策を使う

ここで行うこと

• サポートの内容と利用方法が表示される。ここから利用の手続きに

進む。

• プレミアム登録者限定の施策は、対象でない住民には利用できな

い旨が表示される。

ステップ⑦ 利用申請を確認する

ここで行うこと

• 申請方式の施策について、住民からの利用申請が一覧で表示される。

• 詳細画面で内容を確認し、承認または却下する。



第15章 サポートを提供する（５）
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利用方法は３種類ある。施策の内容や自治体の体制に合わせて、最適なものを選ぶこと。

利用方法の選び方

利用方法 住民の動き 自治体の手間 向いている施策

登録証の提示 店舗で登録証画面を見せる なし 公共施設の利用料割引

回数券の提示 回数券画面を見せて消費する なし 回数に上限を設けたいもの

申請 アプリから申請する 承認が必要 数量限定、審査が要るもの

事前に決めておくこと

○ 協力してもらう店舗・施設

○ 申請方式を使う場合、承認する担当者と確認の頻度

○ 提供期間と予算の上限

運用上の注意

○ 店舗側にシステムの操作は不要である。住民が提示した画面を確認す

るだけである。

○ 誰が使ったかは第13章の利用履歴で確認できる。

○ 関係団体も施策を作成できるが、公開には自治体の承認が必要である。

○ システムに決済の機能はない。申請方式で補助金の支払いなど金銭の
やり取りがある場合は、承認後の手続きを住民と別途行うこと。



第５部 担い手を募り、活動を回す
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第16章から第18章は、活動をつくり、人を集め、実績を残すまでの一連の業務である。

（※）３つの章にまたがる通しの流れは、次ページに１枚でまとめている。まずそちらを参照すること。

この部で行うこと

第16章

担い手活動をつくる

草刈り・祭りの運営・見守りなど、地域の担い

手を募る活動を登録し、住民アプリに掲載す

る。

自治体の作業

・活動の作成・編集

・申込フォームの設計

・関係団体からの公開申請の承認

第17章

参加申請を受け付ける

住民が活動を見つけて応募し、自治体が参

加の可否を判断する。

自治体の作業

・参加申請の承認／却下

・参加者の確認

・キャンセルへの対応

・参加者情報のCSV出力・取込

第18章

活動実績を登録・承認する

活動当日の参加を二次元コードで記録し、住

民の実績申請を自治体が承認する。

自治体の作業

・二次元コードの発行

・実績登録申請の承認／却下

承認された実績は、プレミアム登録の要件に

反映される（第12章）。



第５部 16〜18章の通しフロー
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活動をつくる（第16章）→ 人を集める（第17章）→ 実績を残す（第18章）という流れである。

担い手活動の全体像（第16章→第17章→第18章）

自治体職員

（関係団体）

① 活動を作成・公開す

る

② 公開を申請・承認す

る

※関係団体の場合

⑤ 参加申請を承認す

る

⑥当日、二次元コード

を表示する

ふるさと住民

システム

・自治体が判断するのは⑤（参加の可否）である。⑧で二次元コードを読み取ると、実績は自動で登録される。

・二次元コードを読み取れなかった場合は、住民が実績を申請し、自治体が承認する（第18章）。

・⑩により、担い手活動への参加がプレミアム登録の要件に数えられる。

③活動を探す ④ 応募する ⑦ 参加する
⑧二次元コードを読み

取る

⑨活動記録に反映
⑩プレミアム登録

要件に算入

⑪ダッシュボードに反

映



第16章 担い手活動をつくる（１）
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地域の担い手を募集する活動を登録し、住民アプリに掲載する。

（※）都道府県は、自区域内の市区町村が作成した担い手活動を参照できる。市区町村は、他の市区町村の活動は参照できない。

① この機能でできること

○ 草刈り・祭りの運営・見守りなど、地域の担い手を募る活動を、募集要項から申込フォームまでまとめて登録できる。

○ 申込フォームは活動ごとに入力項目を設計できるため、別のフォームサービスを用意する必要がない。

○ 活動の作成は関係団体にも任せられる。掲載には自治体の承認が必要なため、公開される内容は自治体が最終確認できる。

○ 公開された活動は、住民アプリの「担い手活動をさがす」から、全国のふるさと住民に届く。

② 登場人物と役割

自治体職員

・担い手活動の作成・編集

・公開申請の承認／却下

・参加申請、活動実績の確認

・掲載中の活動の取り下げ

・参加者情報のCSV出力・取込

関係団体

・自治体からアカウントを払い出さ

れて担い手活動を作成・編集

・公開を「申請」する（承認はできな

い）

・自団体が作成した活動を参照

ふるさと住民

・住民アプリで活動を探す

・参加を申請する（第17章）

・当日、二次元コードを読み取って

実績を登録する（第18章）

システム

・実績はプレミアム登録に反映

・承認された活動を住民アプリに掲

載する

・申請、承認、却下を関係者へ通知

する

・募集人数に達したら受付終了



第16章 担い手活動をつくる（２）
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登録から掲載までの流れ

自治体職員

（関係団体）

① 担い手活動の一覧を開き、

活動を追加する

② 募集内容・申込フォームを設

定する

③ 内容を確認し、公開を申請

する

※関係団体の場合

自治体職員
④ 申請内容を確認し、承認また

は却下する

ふるさと住民
⑤ 活動が住民アプリに掲載さ

れる

⑥ 活動を見つけて参加を申請

する

・③④は、関係団体に作成を任せた場合だけの手続きである。自治体が作成した活動は、そのまま掲載される。

・④で却下した場合は、結果が関係団体に通知される。

活動の企画・募集から実績の管理まで、システムで一貫して行える。



第16章 担い手活動をつくる（３）
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活動の登録は、「募集内容」「申込フォーム」「実績登録」の３つの画面に分かれている。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 担い手活動の一覧を開く

ここで行うこと

• 掲載前・掲載中・掲載終了の活動が一覧で表示される。

• 「新規追加」から新しい活動をつくる。

ステップ② 募集内容を設定する

ここで行うこと

• 活動名・日程・場所・募集人数・活動内容など、住民アプリに表示さ
れる募集要項を入力する。

• AIによるコンテンツ自動生成で、資料やURLから入力内容を作る
こともできる。



第16章 担い手活動をつくる（４）
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申込フォームは活動ごとに設計できる。別のフォームサービスを用意する必要はない。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ② 申込フォームを設計する

ここで行うこと

• 住民が応募するときに答える項目を、活動ごとに設計する（希望日、

車の有無、アレルギー など）。

ステップ② 活動場所を設定する

ここで行うこと

• 活動場所の住所を入力すると、緯度・経度が設定される。

• 設定した地点から半径1km以内で二次元コードを読み取ると、実

績が登録される。



第16章 担い手活動をつくる（５）
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関係団体が作成した活動は、この２画面で内容を確認し、承認または却下する。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ④ 公開申請を受け付ける

ここで行うこと

• 関係団体からの公開申請が一覧で表示される。承認待ちの件数は

ホーム画面でも確認できる。

• 複数件をまとめて承認することもできる。

ステップ④ 承認または却下する

ここで行うこと

• 募集要項・申込フォームをまとめて確認し、判断する。

• 却下する場合は理由を入力する。結果は関係団体に通知される。



第16章 担い手活動をつくる（６）
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担い手活動の運営では、企画、受け入れ先との調整、当日の運営の役割分担が重要である。

（※）掲載中の活動を編集すると、編集時に確認の警告が表示される。応募済みの住民への影響に注意すること。

事前に決めておくこと

○ どのような担い手活動を企画するか

○ 募集人数と締切

○ 申込フォームで何を聞くか

○ 公開申請を承認する担当者

※関係団体に作成を任せた場合のみ

運用上の注意

○ 申込者がいる活動は、開催日時を変更できない。それ以外の変更は住

民に通知されないため、重要な変更は個別に連絡すること。

○ 定員に達すると、住民アプリから新たに申し込めなくなる。

○ 掲載中の活動は、掲載を終了してから削除する。参加者がいる活動は削

除できない。

○ 都道府県が作成する活動は、市区町村を１つ指定する。その市区町村の

活動として表示・カウントされ、編集と申請の承認は都道府県が行う（市区

町村は参照のみ）。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

申込フォームは活動ごとに変えられるか 変えられる。活動ごとに入力項目を設計できる。

関係団体が勝手に公開しないか できない。関係団体は公開を申請するだけで、承認は自治体が行う。

都道府県が作成した活動は、どの自治体の実績になるか
作成時に指定した市区町村の実績になる。開催場所では決まらない。都道府県のプレミ

アム登録要件には、管内の実績として合算される。

募集人数に達したらどうなるか 自動的に受付終了になる。超過して申し込まれることはない。



第17章 参加申請を受け付ける（１）
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住民の応募に対して、自治体が参加の可否を判断する。

（※）参加申請には、ベーシック登録とマイナンバーカードによる本人確認が必要である。未登録の住民は活動の閲覧までである。

（※）都道府県が作成した活動は、都道府県のみが参加申請を承認できる。申請には、指定された市区町村と都道府県の両方へのベーシック登録が必要であ

る。

① この機能でできること

○ 住民は、地域・日程・内容から活動を探して、その場で応募できる。電話や紙のやり取りが不要になる。

○ 応募時の回答（第16章で設計した申込フォームの内容）が、そのまま一覧で確認できる。

○ 承認・却下の結果は住民に通知される。個別に連絡する必要がない。

○ 参加者の情報はCSVで取り出せる。当日の名簿づくりや、既存の管理簿への取込に使える。

② 登場人物と役割

自治体職員

・参加申請の承認／却下

・参加者の確認

・キャンセルへの対応

・参加者情報のCSV出力・取込

関係団体

参加者の個人情報は見られない。

申込者管理の画面で、申込人数や

承認の状況は確認できる。氏名・連

絡先は伏せて表示される。

ふるさと住民

・担い手活動を探す

・詳細を見て応募する

・応募内容を確認する

・参加をキャンセルする

※承認前のみ

システム

・募集人数に達したら受付終了

・承認、却下の通知

・キャンセル時の欠員の反映



第17章 参加申請を受け付ける（２）
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住民が応募してから当日を迎えるまでの流れである。④の承認で参加が確定する。

応募の受付から参加確定まで

ふるさと住民 ① 担い手活動を探す ② 詳細を見て応募する
③ 応募内容を確認して送信す

る

自治体職員 ④ 参加申請を承認／却下する

ふるさと住民 ⑤ 結果の通知を受け取る ⑥ 参加する

・参加申請は自動では承認されない。④で承認すると参加が確定し、結果は住民に通知される。

・定員に達すると、新たな申込はできなくなる。画面には「キャンセル待ち」と表示される。

・参加者情報はCSVで出力できる。当日の名簿づくりや、既存の管理簿への取込に使える。



第17章 参加申請を受け付ける（３）
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住民は「担い手活動をさがす」から、全国の活動を見つけられる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 担い手活動を探す

ここで行うこと

• キーワードや、地域・活動期間・興味関心から絞り込める

• ここに並ぶのは、自治体が掲載した活動だけである。

ステップ② 詳細を見る

ここで行うこと

• 第16章で入力した募集要項が、この画面に表示される。

• 参加が確定した人数と定員が表示される。ここから応募に進む。



第17章 参加申請を受け付ける（４）
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担い手活動に応じて参加者から追加で取得したい情報は、申込フォームを活用して取得できる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ② 応募内容を入力する

ここで行うこと

• 氏名・住所などの本人情報は、マイナンバーカードの情報から自動

で表示される。

• それに加えて、第16章の申込フォームで設計した項目（参加の動機、

経験の有無、資格の証明書など）に回答してもらえる。

ステップ③ 内容を確認して送信する

ここで行うこと

• 入力内容を確認してから送信する。送信後は内容を変更できない。

• 承認・却下の結果は、住民に通知される。



第17章 参加申請を受け付ける（５）
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申請一覧から詳細を開き、応募内容を確認して承認または却下する。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ④ 参加申請を受け付ける

ここで行うこと

• 承認待ちの参加申請が一覧で表示される。申請日から2週間の承

認目安を過ぎると、赤字で表示される。

• 複数件をまとめて承認することもできる。

ステップ④ 内容を確認して判断する

ここで行うこと

• 応募者の情報と、申込フォームへの回答を確認して判断する。

• 却下する場合は理由を入力する。結果は住民に通知される。



第17章 参加申請を受け付ける（６）
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申込者は、担い手活動詳細画面でまとめて確認し、CSVで取り出せる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

申込者を確認する

ここで行うこと

• 申込者の一覧と、承認の状況・実績の有無が表示される。

• 参加者情報のCSV出力・取込も、この画面から行う。当日の名簿づ

くりに使える。

住民が自治体の活動を見る

ここで行うこと

• 自治体のページの「担い手活動」タブに、その自治体の活動が表示

される。

• 都道府県のページには、管内市区町村の活動がすべて表示される。

市区町村のページには、都道府県が指定して作成した活動も表示

される。



第17章 参加申請を受け付ける（７）
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参加申請の受付にあたっては、承認、参加者への連絡、当日の受け入れ等の役割分担が重要である。

（※）承認待ちの件数は、ホーム画面で確認できる。

事前に決めておくこと

○ 承認する担当者と、確認の頻度

○ 却下する場合の基準

○ キャンセルが出たときの対応

○ 当日の名簿をどう作るか

運用上の注意

○ 関係団体には、参加者の氏名・連絡先は表示されない。当日の運営を任

せる場合は、名簿や二次元コードの渡し方を決定すること。

○ 参加申請の一覧は個人情報を含む。LGWAN環境からのみ利用できる。

○ 却下する場合は理由の入力が必要である。入力した理由は、住民のアプ

リに表示される。文面に注意すること。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

応募者に個別に連絡できるか 連絡機能はないが、申込者の連絡先は画面で確認できる。

当日の名簿を作りたい
担い手活動詳細画面からCSVで出力できる。氏名・住所・連絡先、申込日、承認状況、実

績の有無が含まれる。

関係団体はシステム上で参加者の詳細を見られるか 見られない。氏名・連絡先は伏せて表示される。

キャンセルされたら分かるか 分かる。参加申請一覧の承認状況が「キャンセル」になる。



第18章 活動実績を登録・承認する（１）
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当日、住民が二次元コードを読み取ると、実績が自動で登録される。

（※）都道府県が作成した活動の実績は、指定された市区町村の実績として登録される。承認は都道府県が行う。

① この機能でできること

○ 活動当日、自治体が表示した二次元コードを住民が読み取るだけで、実績が自動で登録される。受付の紙が不要になる。

○ 読み取れなかった場合は、住民が証明書類等を添えて実績を申請し、自治体が承認することもできる。

○ 外部サービスなどで管理している実績を、CSVで一括登録することもできる。

○ 登録された実績は住民の活動記録に積み上がり、プレミアム登録の要件に算入される。

○ 地域にどれだけの担い手が関わったかを、第22章のダッシュボードで把握できる。

② 登場人物と役割

自治体職員

・二次元コードの発行・表示

・活動実績の申請・取り下げ

※読み取れなかった場合のみ

・実績のCSV一括登録

・活動記録の確認（第13章）

関係団体

・二次元コードの出力のみ可能

※実績の承認はできない

※参加者・実績の個人情報は参照

できない

ふるさと住民

・当日、二次元コードを読み取る

・活動実績を申請する、申請を取り

下げる

※読み取れなかった場合のみ

システム

・二次元コードの生成

・位置情報の確認

・読み取った実績の自動登録

・活動記録とプレミアム登録要件へ

の反映



第18章 活動実績を登録・承認する（２）

72

当日、二次元コードを読み取ると、実績が自動で登録され、プレミアム登録の要件に反映される。

活動当日から実績の反映まで

自治体職員

（関係団体）

① 当日、二次元コードを表示す

る

ふるさと住民 ② 二次元コードを読み取る
活動実績を申請する

※読み取れなかった場合のみ

システム ③ 実績が自動で登録される ④ 活動記録に反映される
⑤ プレミアム登録の要件に算

入

・二次元コードを読み取れなかった場合は、住民が証明書類等を添えて実績を申請し、自治体が承認する（自動承認ではない）。

・過去の実績や、外部サービスで管理している実績は、職員がCSVで一括登録することもできる。

申請を承認する

※申請された場合のみ



第18章 活動実績を登録・承認する（３）
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当日の受付は、自治体が二次元コードを表示し、住民が読み取るだけである。

（※）カメラ・位置情報の利用許可が必要である。当日、住民に案内できるようにしておくこと。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① 二次元コードを表示する

ここで行うこと

• 活動ごとの二次元コードを表示・出力する。会場で掲示するか、タ

ブレットで提示する。

• 関係団体が作成した活動は、関係団体も二次元コードを出力でき

る。

ステップ② 住民が読み取る

ここで行うこと

• 住民が自分のスマートフォンで読み取ると、実績が自動で登録され

る。

• 読み取りには、カメラと位置情報の利用許可が必要である。



第18章 活動実績を登録・承認する（４）
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二次元コードを読み取れなかった場合は、次の手順で実績を申請できる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

実績を申請する

ここで行うこと

• 参加申請済みの活動を選び、活動を証明する書類（写真・証明書な

ど）を添付して申請する。

内容を確認して送信する

ここで行うこと

• 申請内容を確認してから送信する。

• 活動記録トップ画面から、申請の状況をいつでも確認できる。



第18章 活動実績を登録・承認する（５）
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二次元コードを読み取れなかった場合の実績申請は、この２画面で確認して承認する。

（※）承認された実績は、第13章の活動記録詳細に反映され、プレミアム登録の判断材料になる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

実績登録申請を受け付ける

ここで行うこと

• 住民からの実績登録申請が一覧で表示される。活動ごとに絞り込

める。

• 複数件をまとめて承認することもできる。

承認または却下する

ここで行うこと

• 申請内容と、添付された証明書類を確認して判断する。

• 却下する場合は理由を入力する。結果は住民に通知される。



第18章 活動実績を登録・承認する（６）

76

過去の実績や外部サービスで管理している実績は、CSVで一括登録できる。

（※）CSVでの一括登録は自治体職員のみ行える。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

CSVファイルを取り込む

ここで行うこと

● 担い手活動一覧の「活動実績登録」から、CSVファイルを取り込む。

● 担い手活動ID（または活動名・活動日・開催場所）と、ふるさと住民

IDまたはメールアドレスを記載する。

取り込み結果を確認する

ここで行うこと

● 件数を確認して取り込むと、住民の活動記録に反映される。

● 取り込んだ実績も、プレミアム登録の要件に数えられる。



第18章 活動実績を登録・承認する（７）
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実績の登録にあたっては、当日の二次元コードの表示や申請の確認等の役割分担が重要である。

事前に決めておくこと

○ 当日、誰が二次元コードを表示するか

○ 読み取りができない参加者への対応

○ 実績を承認する担当者と、承認の基準

運用上の注意

○ 読み取りにはカメラと位置情報の許可が必要である。当日その場で案

内できるようにすること。

○ 都道府県が作成した活動でも、実績は指定された市区町村の実績とし

て登録される。

○ 関係団体は実績を承認できない。二次元コードの出力までである。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

スマートフォンを持たない人は 職員がCSVで実績を一括登録できる。

読み取れなかった場合は 参加申請済みの活動であれば、証明書類を添えて実績を申請できる。

実績を却下できるか できる。却下する場合は理由を入力し、結果は住民に通知される。

プレミアム登録にいつ反映されるか 二次元コードは読み取った時点、申請は承認した時点で反映される。



第５部 まとめ｜担い手活動を回すための段取り
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担い手活動あたりの作業は、募集の前・募集中・当日以降の３つに分かれる。

担い手活動あたりの段取り

募集の前（第16章）

□ 募集人数と締切を決める

□ 申込フォームの項目を決める

□ 二次元コードを読み取る地点を設定する

□ 関係団体に作成を任せるかを決める

□ 公開申請を承認する担当者を決める

※関係団体に任せる場合のみ

募集中（第17章）

□ 参加申請を定期的に確認する

□ 承認／却下を行う

□ キャンセルへの対応を決めておく

□ 募集の追加・締切の延長を判断する

□ 当日の名簿をCSVで用意する

当日以降（第18章）

□ 二次元コードを表示する担当を決める

□ 読み取れない参加者への対応を用意する

□ 実績登録申請を承認する

※読み取れなかった場合のみ

□ 活動記録に反映されたことを確認する

□ 参加状況をダッシュボードで振り返る
□ 必要に応じて、実績をCSVで一括登録する

章をまたぐつながり

• 第16章の申込フォームの設計が、第17章で確認する情報を決める。あとから項目を増やすことはできるが、既に応募した住民には遡及しない。

• 関係団体に任せられるのは、第16章の作成と第18章の二次元コードの出力である。参加申請と実績申請の承認は、自治体が行う。



第６部 住民とつながり続ける
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登録してもらったあと、関係を細らせないための機能である。

この部で行うこと

第19章

コミュニティを運営する

トピックを立てて、住民どうし・住民と自治体

が話せる場をつくる。

自治体の作業

・トピックの作成・運営

・通報への対応、利用資格の停止

※必要な場合のみ

※関係団体にも任せられる

第20章

アンケートを実施する

自治体独自の設問で、自治体の任意のタイミ

ングでふるさと住民に意見を聞ける。

自治体の作業

・アンケートの作成・公開

・回答結果の確認・出力

※関係団体にも作成を任せられる。

第21章

継続利用を支える仕組み

ミッション、ご当地ポストカード、トロフィー、

バッジなど、住民がアプリを開き続けるため

の仕組みである。

自治体の作業

ない。



第19章 コミュニティを運営する（１）
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ふるさと住民どうしが話せる場をつくれる。トピックの運営は、関係団体に任せることもできる。

（※）トピックへの投稿ができるのは、本人確認（マイナンバーカード）を済ませた住民に限られる。

① この機能でできること

○ テーマごとにトピックを立て、ふるさと住民どうし・ふるさと住民と自治体が意見を交わせる場をつくれる。

○ 投稿できるのは本人確認済みの住民に限られるため、匿名の場にはならない。

○ 不適切な投稿は住民から通報でき、自治体が確認して削除できる。繰り返す利用者は資格を停止できる。

○ 住民どうしのブロック機能があり、当事者間のトラブルはある程度住民側で解決できる。

○ トピックの作成から投稿の管理まで、関係団体に任せられる。自治体の承認は不要である。

② 登場人物と役割

自治体職員

・トピックの作成、編集、削除

・投稿、返信

・通報への対応（投稿の削除）

・利用資格の停止

関係団体

・トピックの作成、編集、削除

・投稿、返信

・不適切投稿の削除

※トピック系は自治体の承認不要

ふるさと住民

・トピックに参加する

・投稿、コメントする

・不適切な投稿を通報する

・他の利用者をブロックする

※投稿には本人確認が必要

システム

・通報の受付と自治体への通知

・利用資格停止の反映

・ブロックの反映



第19章 コミュニティを運営する（２）
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投稿への返信や話題の提供を続けることで、コミュニティが活発になる。

トピックの開設から日々の運営まで

自治体職員・関

係団体

① トピックを作成し、掲載を開

始する
② 最初の投稿をする

ふるさと住民 ③ トピックに参加する ④ 投稿・コメントする

自治体職員・

関係団体
⑤ 投稿に返信・反応する ⑥ 新しい話題を投稿する

不適切な投稿があった場合

通報の確認 → 削除 → 繰り返

す場合は資格停止

・不適切な投稿への対応（通報の確認・削除・資格の停止）は、必要な場合にだけ行う。

・投稿できるのは、本人確認を済ませた住民に限られる。本人確認をしていない住民は、トピックの一部だけ閲覧できる。

・掲載できるトピックは、１自治体５件までである。



第19章 コミュニティを運営する（３）
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トピックを立てて掲載し、投稿への返信などで場を盛り上げる。

（※）不適切な投稿が通報された場合は、投稿通報一覧で内容を確認し、削除できる。
（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① トピックを作成する

ここで行うこと

• 開設中のトピックが一覧で表示される。「新規追加」から新しいト

ピックを立てる。

• 「掲載開始」を押すと、住民アプリに表示される。掲載できるのは５

件までである。

ステップ⑤ 投稿に返信・反応する

ここで行うこと

• 住民の投稿に、自治体として返信できる。写真も添付できる。

• 返信は、投稿者名が自治体名で表示される。



第19章 コミュニティを運営する（４）
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コミュニティを盛り上げるには、トピックのテーマと最初の話題を用意しておくことが大切である。

事前に決めておくこと

○ トピックのテーマ（地域の話題、活動の感想 など）

○ 最初の投稿と、その後の話題の出し方

○ 投稿への返信を誰が行うか

○ 画像の投稿を認めるか

○ 不適切な投稿があった場合の対応

運用上の注意

○ 投稿がないトピックは、最初は自治体から投稿を検討すること。

○ 関係団体もトピックを運営できる。

○ ふるさと住民どうしのブロック機能がある。

○ 掲載できるトピックは５件までである。掲載を停止したトピックは、再掲

載できない。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

匿名で投稿されるのか
コミュニティ内ではニックネームが表示される。自治体は、ふるさと住民IDから投稿者の

氏名等を確認できる。

不適切な投稿があったら 通報された投稿を削除できる。繰り返す利用者は、資格を停止できる。

関係団体に任せられるか できる。トピック系の操作に自治体の承認は不要である。

開設しない選択はあるか コミュニティを使わずに制度を運用することもできる。



第20章 アンケートを実施する（１）
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自治体独自の設問で、ふるさと住民に直接意見を聞ける。

（※）関係団体も回答結果を確認できるが、回答者を特定できる情報は伏せて表示される。

① この機能でできること

○ 自治体が設問を作って、ふるさと住民に任意回答のアンケートを配信できる。別の調査サービスは不要である。

○ 回答は集計されて画面で確認でき、出力もできる。個々の住民の回答は第13章から確認できる。

○ 関係団体に作成を任せることもできる。その場合は、公開前に自治体が承認する。

○ 地域外に住む人の声を継続的に聞ける。

② 登場人物と役割

自治体職員

・公開申請の承認／却下

※関係団体が作成した場合のみ

・回答結果の確認、出力

関係団体

・アンケートの作成、編集

・公開を「申請」する

・回答結果の確認

※回答者を特定できる情報は伏

せて表示

ふるさと住民

・アンケートに回答する

※未登録の住民は回答できない

システム

・アンケートの配信

・回答の集計

・公開申請、承認、却下の通知



第20章 アンケートを実施する（２）
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アンケートの作成から公開、回答の集計まで、システムで行える。

作成から回答結果の確認まで

自治体職員

（関係団体）
① アンケートを作成する ② アンケートを公開する

公開を申請・承認する※関係団

体の場合

ふるさと住民 ③ アンケートに回答する
④ 入力内容を確認して送信す

る

自治体職員 ⑤ 回答結果を確認する ⑥ 個々の回答を確認する

・アンケートを公開すると、登録している住民にメールとアプリで自動的に通知される。

・回答は自動で集計され、画面で確認できる。CSVでも出力できる。



第20章 アンケートを実施する（３）
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設問の作成と、回答結果の確認は、いずれもアンケート一覧画面から進む。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ステップ① アンケートを作成する

ここで行うこと

• アンケート名・掲載期間・説明文を入力し、設問と選択肢を設計する。

ステップ⑤ 回答結果を確認する

ここで行うこと

• 設問ごとの集計結果が、グラフで表示される。CSVでも出力でき

る。

• 個々の住民の回答は、第13章のアンケート回答詳細で確認する。



第20章 アンケートを実施する（４）
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アンケートの目的に合わせて設問を設計し、結果は画面とCSVで活用できる。

（※）関係団体も回答結果を確認できるが、回答者を特定できる情報は伏せて表示される。

事前に決めておくこと

○ アンケートの内容

○ 配信の頻度

○ 結果を住民に返すかどうか

○ 設問の数（最大20問）

運用上の注意

○ 回答は任意である。

○ 氏名や連絡先など、個人を特定できる内容を聞く設問は避けること。

○ 回答が集まってからの設問の変更は、結果の比較が難しくなる。配信前

に庁内で確認すること。

○ 関係団体が作成したアンケートも、公開には自治体の承認が必要である。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

誰が回答したか分かるか 自治体は分かる。第13章のアンケート回答詳細で確認できる。

登録時のアンケートとの違いは
登録時アンケートは、ベーシック登録のときに回答する、共通の設問を含むアンケートで

ある。この章のアンケートは、自治体が好きな時期に配信できる。

結果を出力できるか できる。回答結果詳細画面から出力する。

未登録の住民にも聞けるか 対象はベーシック登録以降の住民である。



第21章 継続利用を支える仕組み（１）
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住民がアプリを開き続けるための仕組みである。

（※）ミッション・トロフィーは全自治体共通、ポストカーには様々な種類が存在

① この機能でできること

○ アプリの基本的な機能の活用によって達成されるミッショが存在

○ ミッション達成で得たチケットの抽選で「ご当地ポストカード」が当たる。

○ 全自治体共通の実績に応じて「トロフィー」が付与され、マイプロフィールに表示される。

○ 自治体ごとの担い手活動回数等に応じて「バッジ」が付与され、登録証に表示される。

○ 当面は国が用意した内容で運用する。自治体独自の条件の設定は、今後のニーズを踏まえて検討する。

② 登場人物と役割

ふるさと住民

・ミッションに取り組む

・チケットで抽選してポストカードを獲得する

 ・ポストカードを集める

・トロフィー、バッジを獲得する

自治体職員

作業はない

システム

・ミッションの達成判定

・報酬の付与

・ポストカードの抽選

・トロフィー、バッジの付与



第21章 継続利用を支える仕組み（２）
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住民アプリの中で完結する。住民ごとの獲得状況は、第13章のふるさと住民詳細で確認できる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

ミッションに取り組む

ここで行うこと

• 達成すると報酬が得られるミッションが一覧で表示される。

• 担い手活動への参加など、実際の行動につながるミッションが含ま

れる。

報酬を受け取る

ここで行うこと

• 獲得したチケットを使って、ご当地ポストカードなどを受け取る。

• 当面は国が用意した内容で、全自治体共通である。



第７部 状況を把握する
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登録者数だけでなく、属性・居住地・担い手活動の状況まで、画面上で確認できる。

（※）統計情報は、総務省職員は全国単位、都道府県は都道府県単位、市区町村は市区町村単位で集計される。

この部で行うこと

第22章

ダッシュボードで関係人口を見る

５つのダッシュボードで、自団体の関係人口の状況を確認する。

確認できること

・登録者数の推移

・登録者の属性構成（年代・性別 等）

・登録者の居住地構成

・担い手活動の参加状況

・ニュース・イベントへの反応（閲覧数・お気に入り数など）

期間を指定して比較できる。

使いどころ

庁内での報告

議会・上司への説明に、そのまま使える数字が並ぶ。

運用の見直し

・プレミアム登録の要件は実態に合っているか（第９章・第12章）

・担い手活動に人が集まっているか（第16〜18章）

・情報発信の頻度は足りているか（第14章）

注意

個人情報は含まれない。個々の住民は第13章で確認する。



第22章 ダッシュボードで関係人口を見る（１）
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自団体に関わる人が、どこに、どれだけいて、何をしているかを、画面で確認できる。

（※）統計分析は、LGWAN環境からのみ利用できる。

（※）都道府県・市区町村とも、自団体の統計のみ参照できる。

① この機能でできること

○ 自団体のふるさと住民の数と推移を、集計の作業なしに確認できる。

○ 年代・性別などの属性構成と、どの都道府県に住んでいるかの居住地構成が分かる。

○ 担い手活動に何人が参加したかが分かる。ニュース・イベントの反応も確認できる。

○ 週次・月次・年次で推移を確認でき、前月との比較も表示される。

② 登場人物と役割

市区町村自治体職員

・自団体の統計情報を参照

・週次・月次・年次で推移を確認

※他の市区町村の状況は見られ

ない

都道府県自治体職員

・自団体の統計情報を参照

総務省職員

・全国単位の統計情報を参照

※自治体情報の直接参照は不可

関係団体

参照できない

統計情報は自治体・総務省の画面

である。



第22章 ダッシュボードで関係人口を見る（２）
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関係人口の状況が３画面、担い手活動等の状況が２画面、あわせて５つに分かれている。

ダッシュボードの構成

No ダッシュボード 分かること 主な使いどころ

① 関係人口の状況（登録者数）
ふるさと住民の数（ベーシック／プレミアム）と推移、前

月比
議会・上司への報告

② 関係人口の状況（属性構成） 年代・性別などの構成比 想定した層に届いているかの確認

③ 関係人口の状況（居住地構成） 住んでいる都道府県・市区町村 出身者中心か、新規の層かの判断

④ 担い手活動等の状況（担い手活動） 参加人数と参加頻度 募集の出し方、活動内容の見直し

⑤ 担い手活動等の状況（ニュース・イベント） 閲覧・お気に入り・リアクションの数 情報発信の頻度と内容の見直し



第22章 ダッシュボードで関係人口を見る（３）
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登録者数と居住地構成の画面を例に、ダッシュボードの見方を紹介する。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

登録者数を見る

ここで行うこと

• ベーシック・プレミアムそれぞれの登録者数と推移が表示される。

• 週次・月次・年次で切り替えられ、前月比や管内の平均も表示され

る。

居住地構成を見る

ここで行うこと

• 登録者が住んでいる都道府県・市区町村の上位10が表示される。



第22章 ダッシュボードで関係人口を見る（４）
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担い手活動とニュース・イベントの状況は、この２画面で確認できる。

（※）画面イメージは基本設計時点のものであり、開発の過程で変更される場合がある。

担い手活動の状況を見る

ここで行うこと

• 担い手活動の参加人数とその推移、平均の参加頻度が表示される。

ニュース・イベントの状況を見る

ここで行うこと

• 閲覧数・お気に入り数・リアクション数と、閲覧数の多いニュース・イ

ベントの上位10が表示される。



第22章 ダッシュボードで関係人口を見る（５）
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統計は週次・月次・年次で自動的に集計され、いつでも画面で確認できる。

事前に決めておくこと

○ 誰が、いつ見るか

○ 報告の形式

○ 週次・月次・年次のどれで見るか

運用上の注意

○ 統計分析はLGWAN環境からのみ利用できる。

○ 市区町村どうしの相互参照はできない。他自治体との比較はできない。

○ 総務省職員は全国単位でのみ集計を見る。自治体の個別状況を直接参

照することはない。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

他の自治体と比べられるか 比べられない。市区町村どうしの相互参照はできない。

数字を出力できるか できる。各ダッシュボードから、期間を指定してCSVで出力できる。

個人が特定できるか できない。ダッシュボードは集計値のみを表示する。

都道府県は管内を見られるか 見られない。都道府県も自団体の統計のみ参照できる。



第23章 ふるさと住民情報の活用（１）
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登録状況や活動実績を自治体の既存システム等へ提供できる。

① この機能でできること

○ 自治体の既存システム等と、ふるさと住民の登録状況を連携できる。

○ 標準的な認証・認可の方式（OIDC／OAuth2）に準拠するため、システムごとの個別開発が不要である。

○ 管理者ポータルの画面からCSVを取り込む・出力する簡易連携も用意されている。

② 登場人物と役割

自治体職員

・連携先システムとの調整

・CSVによる取込・出力

※連携は必須ではない

ふるさと住民

・国・自治体が示す連携する情報と

その目的を確認する

自治体の既存システム等

・OIDC／OAuth2でふるさと住

民情報を受け取る

・CSVで情報を受け渡す

システム

・ふるさと住民情報の提供

・CSVの取込・出力



第23章 ふるさと住民情報の活用（２）
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連携の方式は、OIDC／OAuth2による認証連携と、CSVによる簡易連携の２つである。

事前に決めておくこと

○ 連携が必要なシステムがあるか

○ 連携する場合、どのシステムと、何のために連携するか

○ CSVで提供する情報の範囲

○ 庁内の情報セキュリティ部門との調整

運用上の注意

○ CSVで出力したファイルの取扱いは、庁内の個人情報取扱規程に従う

こと。

○ 連携先との取り決め（利用目的、保存期間、再提供の可否）を整理するこ

と。

想定される問い合わせと回答

問い合わせ 回答

連携は必須か 必須ではない。連携しなくても制度は運用できる。

既存システムの改修は要るか
ふるさと住民システム側の改修は不要である。受け取る側のシステムでは、対応が必要

な場合がある。

自治体の既存システム等への提供に当たって、ふるさと住民の

方の同意は必要となるか

個人情報保護法上、行政機関からの提供となるため、利用目的を明示し、その目的の範

囲内の提供であれば、改めて本人から同意をとる必要はない。

利用目的の明示の方法等については、今後のシステム開発の中で検討を進めていく。
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